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コロナ禍で低迷した花きの需要回復、市産の花きの消費拡大を図り、市内の花き生産

者を支援します。また、今回は市内の花屋さんにも声をかけ、一緒に碧南の花を盛り上

げようと主旨に賛同いただいた５つの花屋さんにも参加していただいています。碧南の

花を碧南で買えるという「花の地産地消」も目指して取り組んでいます。 

地域農業の発展に貢献した農業者等の顕彰をはじめ地元農産物

のブランド化の推進等を目的に設立された協議会で、碧南市、愛

知県西三河農林水産事務所農業改良普及課、ＪＡあいち中央、地

元農家の代表で組織された協議会です。インスタグラムとフェイ

スブックで地元農産物の紹介など情報発信しています。 

 

 

 

 

 

  

 

碧南市は、カーネーション、クルクマ、キク、バラ、ガーベラ、コチョウラン等たくさんの種類

の花を生産しており、「花の王国あいち」を支える産地のひとつです。 

しかし、昨年からの新型コロナウイルス感染拡大の影響で、お店の営業自粛やイベントの中止等

により、花の需要が低下してしまいました。そこで、碧南市農業振興協議会は、市民の皆さんに碧

南で生産されている花の良さを知ってもらい、日頃からご家庭でも花を飾ってもらえるように、公

募した市内の福祉施設に展示しＰＲする取組を実施することとしました。これが、「おうちに花を

飾りましょうプロジェクト」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内の様々な施設で、碧南産の花で作った花束やフラワーアレンジメント、鉢花を飾っ

てＰＲする取組を、１１月から２月の間で３回実施します。花を展示するだけではなく、

生産者・生花店・展示施設・協議会が一斉に、ＳＮＳや広報誌に花の写真を掲載し、ＰＲ

の輪を広げていきます。 

【第１回プロジェクトの概要】 

展示時期 令和３年１１月２５日から 

展示場所 市内の福祉施設３２施設 

展示花  切り花 カトレア、グロリオサ、ガーベラ、バラなど 

     鉢花  コチョウラン、デンドロビウム、多肉植物、観音竹 

プロジェクトが目指すもの 

プロジェクトの内容 

碧南市農業振興協議会とは 



ＪＡあいち中央碧南クルクマ部会  ＪＡあいち中央碧南カーネーション部会 

ＪＡあいち中央碧南菊組合     ＪＡあいち中央菊共選組合ＡＣＴ７ 

杉浦勝政（カトレア） 伊藤由市（ストック）  伊藤茂二（ストック） 

林口英志（ストック） 小澤只嗣（グロリオサ） 林口雅光（ガーベラ） 

神谷豊秋（バラ）   山田美和子（スターチス等） 

㈱ナフト 

コチョウラン 

杉浦園芸 

デンドロビウム 

喜晴園 

観音竹等 

清水園 

多肉植物 

鈴木園芸 

プリムラポリアンサ等 
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（問合せ）碧南市農業振興協議会事務局（碧南市農業水産課） ℡0566-95-9896 

プロジェクトに参画している切り花の生産者の皆さん 

プロジェクトに参画している鉢花の生産者の皆さん 

プロジェクトに参画している生花店の皆さん 

TRENTA-flowers 

 

Coeur de Maman 

フラワーショップ花の色 [ナチュラル工房]晴～SUN～ 

 

Flower’s & Co. 

 


